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決に貢献する」と 「これがわかれば問題はずっと解決 しやす くなる」とを例示し
ている。前者のような表現を、この論文では、「体言本位の表現」 とよび、後者



















































語種(漢 語と大和ことば)の ことにも言及 している。
文献④は、英語や中国語の名詞的表現の実例をあげて、 日本語表現の具体的で
用言的な正確を指摘 している。















C.ダグラス ・ラミス監修 ・解説、2002年、マガジンハウス)で ある。
この文献は、新訳条文が英文憲法と対照できるようになっており、監修者によ
る解説のあとに付録として日本国憲法の全文と英文憲法 とがかかげられている。
以下、新訳条文を 「新訳」、 日本国憲法の条文を 「正文」 とよぶことにする。新
訳条文は、英文憲法のすべてを翻訳 した ものではない。翻訳されているのは、
「前文」 と 「第1条」 ・「第9条 」、それに 「第3章 」 ・ 「第9章 」 ・ 「第10章」
である。
























































聞き手やある読み手にわか りやす くするために、もとの表現よりも、「ことが ら
の成立要因」が増減することもありうるだろう。





































「自由」という語基は、「健康」 ・ 「幸福」 ・ 「危険」等と同様に、事物類の語
基でもあり、様相類の語基でもある。上の用例の「～の自由」の 「自由」は、補語







































第24条第1項 の 「配偶者の選択」は、「結婚相手をえらぶこと」とパ ラフレーズ
されているが、これも 「だれと結婚するかをきめること」等とパラフレーズする
ことができよう。
「第9章 」の名称は 「改正」である。 この部分を 「新訳」では 「憲法を変える
には」とパラフレーズしている。漢語の語基 「改正」は、事物類の語基でもあり、
動態類の語基でもある。 日本国憲法のこの箇所では、南不二男(1993)のいう




たとえば、「学習者」 ・ 「教授者」 ・「教授内容」 ・ 「教授方法」といった漢
語の体言からなる題目文があるとする。それぞれ 「だれにおしえるか」 ・ 「だれ






が、老婆には通 じなかった。そばの人が 「ナステやってるんだ、 って聞いてるん





























(正 前文)諸 国民との協和による成果(と 、… … を確保 し、)




(正 前文)恒 久の平和を祈念 し、


















































漫であるとの批判 も生 じる。簡潔さ ・冗漫さはともか くとして、表現のわかりや
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